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英語非母語者は、例えば英語講演の
聴講中、大きな認知的負担を強いら
れています。情報技術の利用は非母
語者支援に有用ですが、単純に使う
だけでは負担を増大させ、英語理解
を阻害する場合すらあります。本展
示では、非母語者の認知的負荷を軽
減する情報技術の効果的な支援方法
について紹介します。

英語講演の聴講中に、認知的負荷に
よってワーキングメモリ不足に陥る
ことが、非母語者の英語理解を阻害
する大きな要因です。そこで音声認
識技術や機械翻訳技術の力を活用し
た非母語者のワーキングメモリを拡
張するシステムをデザインしました。
これにより、聴講内容をより深く理
解し易くなりました。

音声認識技術や機械翻訳技術といっ
た最先端の情報処理技術を実際に人
間が使い易い形で提供する方法を構
築し、より人に優しいICT技術の実
現を目指しています。また、母語者
と非母語者の自然な協力関係でコ
ミュニケーションの壁を減らすため
のデザインを実現し、言語の壁が解
消された未来を目指します。
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メモエリア

自動辞書引きエリア

音声認識結果をタッチす
ることによって低コスト
で記録

日本語でも記録可能

↓

外部ワーキングメモリに
対する入出力が容易

ユーザの英語レベルに
合わせた単語の翻訳を
表示

↓

わからない言葉を理解

音声認識結果エリア
英語講演者の発話
をリアルタイムで
書き起こす

↓

聞き取れなかった
箇所を確認

開発したタブレットのアプリ
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